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QUV促進耐候性試験のランプ選定 

暴露のアプリケーションは、どのような種類のUV（紫外線）ランプを使用するかで決まります。すべてのQUV®促進耐候性試験のラ

ンプは、可視光または赤外線よりも主に紫外線を照射します。どのランプも、電気的には通常の40W蛍光灯と同じです。しかし、ラン

プごとに照射するUVの総エネルギー、波長スペクトルは異なっています。UV（紫外線）蛍光ランプは、その出力の領域によって

UVA、またはUVBのランプに分類されます。 

 

UVAランプ 

UVAランプは、さまざまなタイプのポリマーの比較に適しています。UVAランプ

は、通常の太陽光のカットオフの295nm以下の紫外線を出力しないため、

UVBランプに比べると材料の劣化速度は速くありません。しかし、実際の屋外

の気候に対しては優れた相関性があります。 

 

UVA-340.  UVA-340は、太陽光の短波長領域である295nm（カットオ

フ）～365nmを忠実にシミュレーションします。ピーク・エミッションは340nmで

す。UVA-340ランプは、さまざまな組成の比較に適しています。 

 

UVA-351.  UVA-351は、窓ガラスでフィルタリングされる太陽光のUV領域

をシミュレーションします。インテリアなどのアプリケーション、窓ガラス近くでのイン

ク、ポリマーの劣化試験に適しています。 

 

 

 

UVBランプ 

UVBの放射は、地表付近における太陽光の短波長を含んでいます。このた

め、UVB蛍光ランプは品質保証、研究開発で広く使用されており、短時間、コ

スト効果に優れた結果が得られます。すべてのUVBランプは、自然界にはな

い、295nm以下のカットオフ紫外線の短波長を出力するため、通常では発生

しない結果が得られることがあります。UVBランプは2種類あります。出力する総

エネルギー量は異なりますが、同じUV波長を同じ相対特性で出力します。 

 

UVB-313EL.  UVB-313ELは短時間で結果が得られるため、品質保証、

研究開発のアプリケーションで、また耐久性のある材料の試験に適しています。

QFS-40ランプに比べると、UVB-313ELは十分に高いUV出力、短時間での

結果が得られ、安定しています。 

 

UVB-313ELはUVB-313の後継機種であり、より高い出力と安定性を実現

しています。SOLAR EYE®照度コントロール機能を使用すると、UVB-313EL

の出力を落としてQFS-40の照度を再現できます。これにより、ランプ寿命が延

び、ランプの交換コストが抑えられます。  

UVA-340ランプ － 太陽光 

UVA-340ランプは、重要な短波長UV領域を 

忠実に再現します。 
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UVBランプ － 太陽光 
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UVBランプは主に短波長UV領域を出力するため、

促進性を最大化できます。 



または として知られており、 試験機のオリジナル・ランプです。 ランプは何年もの使用実績
があり、今でも多くの自動車の試験方法、特に塗装の試験方法で指定されています。 は、 モデルでのみ使用
します。 

他の製造メーカ 他の製造メーカからも ランプが提供されています。そのほとんどが 社の蛍光ランプの模造品です。製品名
は同じ（ または ）であっても、他の製造メーカのランプは全く異なった照度、スペクトルパワー分布、経年劣化
特性を持っています。このため、同じ試験結果にはなりません。正しい試験結果のためには、 耐候性試験機で 社のラン
プのみをご使用ください。

代表的な推奨ランプ

 
 
 
 
 

照度コントロール
、 のモデルには、 照度コントロール機能が装備されています。同一面にある つのセンサーで

の照度を常にモニタします。 のフィードバックループ・システムは、ランプの使用時間による変化等、さまざまな照度変化に
対し、ランプへの電力供給を調整することにより自動補正します。旧型の 機器、 によるマニュアル式の照度コントロ
ール・システムに比べると、 照度コントロールは優れた再現性、反復性を持っています。

高い照度
押しボタンによる照度設定により、 はさまざまなアプリケ
ーションでさまざまな強さのレベルで制御しながら、現実的な試験条
件を維持します。例えば、 ランプを使用して

コントローラを設定すると、次のような太陽光の条件をシミュレー
ションできます。

通常︓相関性を犠牲にすることなく短時間で結果が得られます。
ランプを使用すると、照度レベルは夏の正午の太陽光

と等価になります。

強める（ 倍）︓夏の正午の太陽光の 増しにすること
で、短時間で結果が得られます。 

 Q-Lab Corporation www.q-lab.com 

異なった組成の比較試験に最適です。ほとんどのプラスティ
ック、布地、塗料、顔料、 安定剤の屋外での試験相
関性で推奨されます。

品質保証、研究開発のアプリケーションに最適です。屋根
材、屋外塗料など、耐久性のある材料で推奨されます。

自動車のエクステリア塗料の仕様

ガラス越しの太陽光のシミュレーションに適しています。自
動車のインテリア、布地、インクなどで推奨されます。
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